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マイ） 1月 1日、②カウチー奉献祭 1月28目、③仮出家者の為の得度式（剃髪せず白衣を

































た0 1983年現在、村には 33台のテレビがあり、内 6台はカラーテレピである．夜昼とな
く、もっともポピュラーな娯楽はテレビ番組である．若者たちの鼠装などは都会とそう違
わない．テレビは情報とともに、新しい生活様式をも一挙に村に運び込んだようである。
道路整備に伴って男女ともコンケン、タープラへの通勤就業の援会が増え、また野菜など
を市場八運び、売るという新しい経験をした。 1983年にはタープラにも郵便局が開設され、
バンコクやその他の遠い都市へ出ていった息子や娘たちとの通信も便利になった．中近東
への長期出稼ぎはもはやそう突拍子もない行動とは思われていない。出稼ぎの機会を探る
アンテナはすでに外国へも向けられている。子弟の教育熱の急速な高まりもとういう外界
との接触により触発されたにちがいない．
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